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フィールドサイエンスと医療政策

専門は、近代日本の医学史。ハンセン病などの疾病を対象に、医学・医療と病者の歴史について
研究しています。また、医学にまつわる歴史資料の保存と公開について、アーカイブズ学の視点
から考えています。

日本のハンセン病政策上、戦前にひとつのエポックとなったのは1931年の「癩予防法」です。

それと同時期の1930年代に、日本のハンセン病医学は疫学の方法をとりいれ、フィールドに出
て地域に生きる病者の姿をとらえようとし始めます。

今回はこの「ハンセン病疫学」の知見と政策のからみあいがどのようなものであったかを事例
として、医学と医療政策の歴史についてお話ししてみたいと思います。　（ゲストより）


